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謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
国
で
は
、
第
3
次
安
倍
内
閣

が
発
足
。
経
済
再
生
を
最
優
先
課
題
に

金
融
緩
和
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
先
行
き
不
透
明
な
状

態
で
、
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
各
自
治
体
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
問
題
を
は
じ
め
、
地

域
産
業
の
活
性
化
や
福
祉
・
子
育
て
環

境
の
充
実
な
ど
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で

は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
と
な

る
こ
と
か
ら
、総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、

各
重
点
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、
将
来

都
市
像
「
北
ア
ル
プ
ス
に
育は

ぐ
くま
れ　

共

に
響
き
合
う　

田
園
産
業
都
市　

安
曇

野
」の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

各
拠
点
施
設
を
最
大
限
生
か
し

特
色
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開　
　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
市
は
、

固
有
の
風
土
に
よ
り
育
ま
れ
た
特
色
あ

る
伝
統
文
化
を
先
人
か
ら
受
け
継
い
で

き
ま
し
た
が
、
昨
年
、
拾
ケ
堰
が
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と

い
う
大
変
喜
ば
し
い
話
題
が
届
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
一
層
活
気
に
あ
ふ

れ
魅
力
あ
る
地
域
と
し
て
発
展
す
る
よ

う
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
温
浴
施
設
し
ゃ
く
な
げ

の
湯
や
各
支
所
の
整
備
が
完
了
。
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
公
民
館
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た
各
拠

点
施
設
と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
を
最
大
限

生
か
し
な
が
ら
、
特
色
あ
る
各
種
ソ
フ

ト
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。
市

歌
体
操
の
普
及
や
歯
科
口
腔
保
健
の
推

進
な
ど
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」、

あ
る
い
は
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
に
よ

る
就
学
支
援
や
子
育
て
応
援
手
当
の
支

給
な
ど
「
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
」、
新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
や
空

き
店
舗
起
業
家
支
援
な
ど
「
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
ほ
か
、
防
災
力
の
強

化
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
部
総
合
公
園
へ
の
新
総

合
体
育
館
建
設
は
、
多
く
の
ご
意
見
を

頂
戴
す
る
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、一
層
交
流
を
深
め
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
、
耐
用
年
数
を
超
え
よ
う
と

し
て
い
る
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご

み
処
理
施
設
や
保
育
園
整
備
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

第
１
次
総
合
計
画
総
仕
上
げ

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
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▽
市
の
他
の
付
属
機
関
な
ど
の
公
募
に

よ
る
委
員
で
な
い
こ
と

▽
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
が
で
き
る

こ
と

●
募
集
人
数　

2
人

●
任
期　

4
月
１
日
～
平
成
30
年
3
月

31
日

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
に
、
別
に
定

め
る
額
を
支
給

●
募
集
期
間　

１
月
16
日
（
月
）
～
31

日
（
火
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
と
小
論
文
を
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
文
化
課
、
各
公
民
館
、
穂
高
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」、豊
科
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」、豊
科

郷
土
博
物
館
、
髙
橋
節
郎
記
念
美
術

館
で
入
手
で
き
ま
す
。
な
お
、
関
係

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
の
テ
ー
マ　

市
が
目
指
す
べ

き
文
化
行
政
（
市
文
化
施
設
に
関
す

る
こ
と
、
文
化
芸
術
活
動
に
期
待
す

る
こ
と
な
ど
）に
つ
い
て
、８
０
０
字

程
度
で
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

申
込
書
お
よ
び
小
論
文

に
よ
る
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
選

考
の
結
果
は
、
合
否
に
関
わ
ら
ず
2

月
上
旬
に
文
化
課
か
ら
申
込
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）文
化
課
文
化
振
興

係
（
3
階
6
番
窓
口
）

地
域
文
化
の
振
興
や
今
後
進
め
る
事

業
方
針
等
を
定
め
る
た
め
、「
第
2
次
文

化
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の

計
画
の
策
定
に
参
加
す
る
市
民
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人

▽
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
で
な
い
こ
と

で
き
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
１
４
０
円
切
手
を
同
封
の
上
、

請
求
く
だ
さ
い
。

　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１
（
住
所
記
載

不
要
）
職
員
課
職
員
担
当

●
申
し
込
み　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
に
よ
る
方
法　

職
員
課
（
2
階

�
番
窓
口
）
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
郵
送
に
よ
る
方
法　

１
月
16
日（
月
）

必
着
（
特
定
記
録
郵
便
な
ど
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。）

●
申
込
期
限　

１
月
16
日
（
月
）
午
後

5
時
ま
で

14
市
町
村
で
構
成
す
る
松
塩
筑
木
曽

老
人
福
祉
施
設
組
合
で
は
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
試
験
日　

2
月
3
日
（
金
）

●
申
し
込
み　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

uhttp://aoihato.com
/

、
組
合
施

設
、
ま
た
は
事
務
局
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
の
上
、
１
月
6
日
（
金
）
か

ら
27
日
（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
に
事

務
局
か
、
近
く
の
施
設
に
本
人
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、
各
職
種

に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
人　

▽
看
護
職
員（
正
規
職
員
）　

昭
和
41
年

4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を

有
す
る
人　

▽
看
護
職
員（
嘱
託
員
）　

看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

▽
事
務
員（
嘱
託
員
）　

パ
ソ
コ
ン
基
本

操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

が
で
き
る
人

▽
介
護
職
員（
嘱
託
員
）　

①
介
護
職
員

初
任
者
研
修
以
上
の
研
修
修
了
者
、

ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の
資
格

を
有
す
る
人　

②
介
護
福
祉
士
資
格

ま
た
は
受
験
資
格　

③
社
会
福
祉
士

資
格
ま
た
は
受
験
資
格

●
雇
用
期
間　
（
嘱
託
員
）　

4
月
１
日

（
土
）
か
ら
１
年
（
状
況
に
応
じ
て
更

新
）

●
勤
務
場
所　

塩
尻
市
、
松
本
市
、
東

筑
摩
郡
、
木
曽
郡
に
あ
る
組
合
施
設

平
成
29
年
4
月
採
用
の
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
程　

１
次
試
験
１
月
22
日
（
日
）

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

職
員
課

と
各
支
所
地
域
課
に
備
え
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

平成 29年度長野県「地域発　元気づくり支援金」募集
県では、平成 29 年度「地域発　元気づくり支援金」活用団体を募集します。この支援金は、豊かさが実感でき、

活力あふれる輝く長野県づくりを進めるため、市町村や公共的団体が住民とともに、自らの知恵と工夫により
自主的、主体的に取り組む地域の元気を生み出すモデル的で発展性のある事業に対して支援金を交付するもの
です。

松本地方事務所で予約制の事前相談会（１月 12 日（木）～ 18 日（水））を開催します。事業を検討してい
る団体はご利用ください。
●募集期間　2 月 1 日（水）まで
●提出先　地域づくり課（2 階4番窓口）まで必要書類を 2 部提出してください。
●申請書類等　詳しくは、松本地方事務所または県ホームページを確認してください。
問地域づくり課まちづくり推進係（471・2494　672・3176）

試験の
種類 試験区分 採用予定

人員 受験資格

経験者 保育士 若干名

昭和 52 年４月２日以降に生まれた人
で、保育士および幼稚園教諭の資格を
有し、保育園（無認可を除く）、幼稚
園（無認可を除く）または認定子ども
園において保育士または幼稚園教諭と
して平成 29 年 1 月 1 日時点で 3 年
以上の職務経験を有している人

集

募

等

員

職保
育
士
職
員
採
用
試
験

問
職
員
課
職
員
担
当

（

71
・
２
４
０
５ 

71
・
５
１
５
５
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

職
員
を
募
集

問
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

　

事
務
局

（

53
・
５
０
０
０ 

53
・
５
０
０
１
）

第
2
次
文
化
振
興
計
画

策
定
委
員
の
募
集

問
文
化
課
文
化
振
興
係

（

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８
）

■採用内容友好都市交流イベント出展登録業者募集

友好都市のイベントで、市の特産品を販売し、「安曇
野ブランド」を宣伝していただける業者や、団体、農
家を募集します。
●対象　市内に住所を有し、市内で活動する業者・団体・

農家
●申し込み　１月 16 日（月）から 31 日（火）までの

間に「友好都市交流イベント出展登録票」に必要事
項を記入の上、ファクス、郵送、持参のいずれかの
方法で政策経営課（2 階�番窓口）に申し込みくださ
い。登録票は政策経営課窓口と市ホームページで入
手できます。

●費用　出展料は市が負担し、旅費や運搬費、ガスボ
ンべ等消耗品の運営経費は原則出展者が負担します。

●その他　
▷希望者多数などで希望するイベントに出展できない

場合があります。
▷悪天候でイベントが中止になった際の補償はありま

せん。
▷２月に出展予定者向けの説明会を行います。（申込者

に個別通知）

問政策経営課都市交流係
（471・2402　671・5155）

友好都市名 イベント名 時期

東京都武蔵野市

武蔵野桜まつり 4月2日（日）

むさしの青空市 11月頃

神奈川県真鶴町

海のまち豊漁豊作祭
（岩龍宮祭）

5月頃

海のまち豊漁豊作祭
（真鶴龍宮祭）

10～11月頃

東京都江戸川区 江戸川区民まつり 10月頃

奈良県三郷町 三郷町民文化祭 10月頃

埼玉県三郷市 三郷市産業フェスタ 11月頃

千葉県東金市 東金市産業祭 11月頃

三郷市産業フェスタ
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う
に
す
る
の
で
す
か
。

▽
申
請
が
受
け
付
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

▽
生
活
保
護
を
受
け
る
の
に
財
産
を
手

放
す
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

▽
消
費
者
金
融
の
借
入
を
抱
え
た
ま
ま

生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
・
消
費
者

問
題
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
お
困
り
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
～
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
2
階　

相
談
室
２
１

１

●
定
員　

8
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

相
談
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。
2
月
7
日
（
火
）
か
ら
地
域

づ
く
り
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
～
午

後
5
時
）

県
司
法
書
士
会
お
よ
び
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会
は
、
全
国
青
年
司
法
書
士

協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
司
法
書
士

に
よ
る
「
生
活
保
護
１
１
０
番
」
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
4
時

●
電
話
番
号　

０
１
２
０
･
０
５
２
･

０
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
相
談
例　

▽
生
活
保
護
の
申
請
は
ど
こ
で
ど
の
よ

は
作
業
療
法
士
に
よ
る
簡
単
な
認
知
症

予
防
体
操
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
2
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
講
師　

上
嶋
育
美
さ
ん
（
丸
の
内
病

院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）

　

牛
丸
憲
史
さ
ん
（
丸
の
内
病
院
作
業

療
法
士
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
乗
り

合
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
切
な
松
を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守

る
た
め
の
手
段
の
一
つ
に
薬
剤
の
樹
幹

注
入
が
あ
り
ま
す
。
樹
幹
注
入
の
体
験

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
場
所

▽
１
月
22
日
（
日
）

江
戸
川
区
立
穂
高
荘
（
穂
高
有
明
２

１
０
５
‐
22
）
午
前
10
時
～
11
時

▽
１
月
26
日
（
木
）

室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
（
三
郷
小
倉
６

５
２
４
‐
１
）
午
前
10
時
～
11
時

※
説
明
お
よ
び
実
演
内
容
は
い
ず
れ
の

日
程
も
同
じ
で
す
。

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

※
野
外
で
の
講
習
の
た
め
、
作
業
の
し

や
す
い
暖
か
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
の
天
候
に
よ
り
、

講
習
内
容
が
一
部
変
更
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

国
道
19
号
の
拡
幅
を
契
機
と
し
た

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
か
報
告
し
ま

す
。

●
日
時　

2
月
1
日
（
水
）
午
後
7
時

～
9
時

●
場
所　

明
科
公
民
館 

講
堂

●
対
象　

明
科
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

●
申
し
込
み　

不
要

～
太
田
副
知
事
と
こ
れ
か
ら
の
市
の

こ
と
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
～

市
の
課
題
と
展
望
を
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
る
機
会
と
し
て
「
男
女
共
同
参

画
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と　

地
域
創
生
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
3
日
（
金
）
午
後
7
時

～
9
時　

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
参
加
費　

無
料

●
講
師　

太
田
寛
さ
ん
（
長
野
県
副
知

事
・
堀
金
出
身
）

●
申
し
込
み　

不
要

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
の
7
人
に
１
人
が
認
知
症
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
認

知
症
の
人
へ
の
対
応
の
仕
方
や
予
防
方

法
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
当
日

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

まきストーブ使用についてお願い消火器の取り扱い
まきストーブは、環境に優しい暖房として注目される一方で、煙や臭いの苦情も多く寄せられています。現

在使用している人やこれから購入を検討している人は、次のとおり正しく安全な取り扱いをお願いします。
□使用時の注意点
▷未乾燥のまきは、煙や臭いが出やすいので、十分乾燥したまきを使いましょう。
▷紙やごみなど木材以外の物は絶対燃やさないでください。
▷できる限り、煙が拡散するように、煙突の高さを高くしましょう。
▷煙突の「すす」がたまると、火災の原因となる場合があります。

　　煙突清掃を定期的に行ってください。
問環境課環境保全担当 471・2491　672・3176

　この時期は、暖房器具や鍋の時などに使うガスコンロなど、屋内で火を取り扱う機会が増えます。万が一、
火災となった場合、あなたは迷わず消火器が使えますか？
　消火器は、次の動作で使用できます。もう一度確認しましょう。
①黄色いピンを抜く。　②ホースを火元に向ける　③レバーを握る。
　また、取り扱いの際には次のことに注意が必要です。
①一人の場合は大声を出して助けを呼ぶこと。　②使用する前に逃げ道を確認すること。
③炎が天井まで届いている場合は、消火器では消せないので、すぐに避難すること。
　消火器の耐用年数は製造年から 8 年から 10 年となっています。自宅の消火器が古い場合は、消防用設備業
者等に依頼し、新しいものと交換しましょう。
問豊科消防署　472・3145　穂高消防署　482・3262　梓川消防署　478・2090　明科消防署　462・2992

習

講
・
座

講男
女
共
同
参
画
講
座

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

介
護
予
防
講
演
会

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

松
く
い
虫
防
除
樹
幹
注
入
講
習
会

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

第
6
回
明
科
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会

問
都
市
計
画
課
計
画
係

（

71
・
２
２
４
６ 

72
・
３
５
６
９
）

司
法
書
士
に
よ
る「
生
活
保
護

１
１
０
番
」無
料
相
談

問
県
司
法
書
士
会

（

０
２
６
・
２
３
２
・
４
７
９
２
）

弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
・
消
費

者
問
題
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

松くい虫防除樹幹注入

談

相

薄
は く ぼ じ

暮時から夜間の交通事故防止

運転者の皆さんは
■早めのライト点灯を　この季節は日

没が早まります。薄暮時には早めのラ
イト点灯を心掛け、車両の存在を知ら
せて、交通事故を防ぎましょう。

■ハイビーム（上向き）の上手な活用
で夜間の歩行者事故防止　夜間に発
生した車両（原付以上）と横断中歩行
者の交通事故では、その多くが車両
のライトがロービーム（下向き）でした。
ハイビームの照射距離は約 100 メート
ルですが、ロービームは約 40 メートル
と、半分以下になります。薄暮時や夜
間は、歩行者の発見が遅れがちにな
ります。夜間は昼間よりも速度を落と
し、明かりが少ない道などを走行する
時は、原則ハイビームを使用しましょ
う。また、市街地等を走行する際や、
対向車とのすれ違い、前走車のいる
場合はこまめにロービームに切り替えま
しょう。

歩行者の皆さんは
夕方や夜間は、自分の存在を早めに

知らせるために、明るく目立つ服装や反
射材、ライトなどの自発光材を身に着け
ましょう。
問地域づくり課生活安全係
　（471・2495　672・3176）

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
12
月
21
日
発
行
号（
241
号
）

○
11
ペ
ー
ジ「
中
学
生
議
会
」ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
・
木
村
珠
星
さ
ん
の
ふ
り
が
な

　
【
誤
】き
む
ら
じ
ゅ
せ
い

　
【
正
】き
む
ら
じ
ゅ
せ

○
19
ペ
ー
ジ「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
拾

ケ
堰
が
登
録
」本
文
中
、勾
配
の
説
明

　
【
誤
】3
メ
ー
ト
ル
余
り
下
が
る

　
【
正
】30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
下
が
る

○
28
ペ
ー
ジ「
新
入
学
学
用
品
費
の
事
前
支
給

が
始
ま
り
ま
す
」そ
の
他
欄
の
支
給
月

　
【
誤
】４
月
に
支
給
し
ま
す
。

　
【
正
】７
月
に
支
給
し
ま
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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に
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、
郵
送
す

る
か
介
護
保
険
課（
１
階
�
番
窓
口
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

介
護
保
険
課
か
各
支
所
地
域
課
窓
口

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。
〒
３
９
９
・
８
２
８

１（
住
所
記
載
不
要
）介
護
保
険
課
m

ka-kaigohoken@
city.azum

ino.
nagano.jp

「
信
州
ま
つ
も
と
空
港
」に
就
航
し
て

い
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
は
、
新
し
い
割
引
運
賃

と
し
て
「
バ
ー
ス
デ
ー
割
」
を
始
め
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
信
州
ま
つ
も
と
空

港
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
の
搭
乗
期
間　

１
月
7
日（
土
）

～
3
月
25
日
（
土
）

●
期
間　

搭
乗
者
本
人
の
誕
生
月

●
適
用
路
線　

Ｆ
Ｄ
Ａ
が
運
航
す
る
定

期
路
線
全
便
（
チ
ャ
ー
タ
ー
路
線
は

除
く
）

●
運
賃

▽
札
幌
ま
で
は
片
道
１
８
０
０
０
円

▽
福
岡
ま
で
は
片
道
１
７
０
０
０
円

そ
の
他
の
路
線
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

mhttp://w
w

w
.fujidream

.co.jp/
fare/birthday/

●
搭
乗
手
順　

▽
予
約
時
に
ウ
ェ
ブ
ま

た
は
指
定
旅
行
代
理
店
で
「
バ
ー
ス

デ
ー
割
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
空
港
カ

ウ
ン
タ
ー
で
は
予
約
、
購
入
で
き
ま

せ
ん
。）　

▽
搭
乗
手
続
き
の
際
、
空

港
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
誕
生
日
を
証
明

す
る
顔
写
真
付
き
の
公
的
書
類
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

※
公
的
書
類　

パ
ス
ポ
ー
ト
、
運
転
免

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
身
体
障
が
い

者
手
帳

●
注
意
事
項　

▽
満
3
歳
以
上
で
搭
乗

日
が
誕
生
月
の
本
人
お
よ
び
同
行
者

5
人
ま
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
▽

利
用
の
3
日
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
▽
同
行
者
は
誕
生
月
の
本
人

と
一
緒
に
搭
乗
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
▽
搭
乗
手
続
き
は
、
有
人
カ

ウ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
自

動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
）

●
そ
の
他　

こ
の
割
引
は
、
信
州
ま
つ

も
と
空
港
冬
期
利
用
促
進
助
成
金
交

付
制
度
と
併
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。（
2
月
28
日
搭
乗
分
ま
で
） 

●
問
い
合
わ
せ　

Ｆ
Ｄ
Ａ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　

０
５
７
０
・
55
・
０
４
８

９

平
成
29
年
4
月
か
ら
行
う
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
う
ち
、

サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事
者
の
研
修
で
す
。

●
日
時　

▽
１
日
目　

2
月
7
日（
火
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時　

▽
2
日
目

2
月
8
日
（
水
）
午
前
9
時
～
正
午

（
2
日
間
の
参
加
が
必
要
で
す
）

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
対
象
者　

介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員

従
事
者
研
修
等
が
未
修
了
で
、
サ
ー

ビ
ス
Ａ
へ
の
従
事
を
予
定
さ
れ
て
い

る
人

●
受
講
料　

無
料

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で

業
へ
の
支
援
事
業
（
業
務
改
善
助
成
金

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
等
）
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
野
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
０
２
６
・
２
２
３
・

０
５
５
５
）、松
本
労
働
基
準
監
督
署

（
明
科
地
域
）（

48
・
５
６
９
３
）、

大
町
労
働
基
準
監
督
署（
明
科
以
外
）

（
０
２
６
１
・
22
・
２
０
０
１
）

若
年
層
の
離
職
率
は
、
全
労
働
者
の

離
職
率
を
常
に
上
回
っ
て
推
移
し
て
い

ま
す
。
若
手
社
員
の
不
安
や
課
題
を
受

け
止
め
、
解
消
す
る
こ
と
で
早
期
離
職

の
抑
制
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
日
時　

2
月
1
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
5
時
（
予
定
）

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室
東

●
内
容　

テ
ー
マ
「
組
織
の
一
員
と
し

て
、
円
滑
に
仕
事
を
す
す
め
よ
う
」

▽
現
場
で
使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
力

を
ア
ッ
プ

▽
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ツ

▽
確
認
・
報
連
相
（
報
告
・
連
絡
・
相

談
）
の
ポ
イ
ン
ト
、
ク
レ
ー
ム
対
応

の
基
本

▽
課
題
解
決
能
力
を
高
め
よ
う

●
対
象　

新
入
・
中
途
入
社
社
員
、
新

規
採
用
予
定
者
、
入
社
2
～
3
年
の

若
手
社
員
（
40
代
前
半
ま
で
の
人
）

※
人
事
担
当
者
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
で
き
ま
す
。（
定
員
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
）。

※
他
市
町
村
か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
講
師　

高
橋
知
也
さ
ん
（
若
年
者
地

域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）

●
受
講
料　

無
料

●
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

●
服
装　

ス
ー
ツ
、
ま
た
は
そ
れ
に
準

じ
た
服
装

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

１
月
24
日
（
火
）
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
商
工
労
政
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
）

●
共
催　

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進

セ
ン
タ
ー
（（
株
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
ア
イ
）

●
後
援　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、使
用
者
は
、

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
野

県
の
最
低
賃
金
は
７
７
０
円
（
効
力
発

生
日
：
平
成
28
年
10
月
１
日
）
で
、
県

内
の
事
業
場
所
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
次
の
産
業

で
働
く
労
働
者
に
は
各
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
電
子
部
品
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
等
の
製
造
業
…
８
３

７
円
（
効
力
発
生
日
：
平
成
28
年
11

月
27
日
）

▽
は
ん
用
機
械
器
具
、
自
動
車
、
同
附

属
品
等
の
製
造
業
…
８
４
８
円
（
効

力
発
生
日
：
平
成
28
年
11
月
27
日
）

▽
各
種
商
品
小
売
業
…
８
０
０
円
（
効

力
発
生
日
：
平
成
28
年
12
月
31
日
）

▽
印
刷
、
製
造
業
…
７
８
１
円
（
効
力

発
生
日
：
平
成
28
年
12
月
31
日
）

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
サ
イ
ト

uhttp://pc.saiteichingin.info/

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
係
る
中
小
企

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

放送大学で学びませんか　第１期（4月入学生）募集
放送大学は、テレビ、ラジオ、インターネットなどを利用して授業を行う通信制の大学です。働きながら学

んで大学を卒業したい、教養を深めたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の人が学んでいます。興味のあ
る科目、１科目から学ぶこともできます。気軽に問い合わせください。
●出願期間　

【第 1 回】2 月 28 日（火）まで（必着）
【第 2 回】3 月 20 日（月）まで（必着）
※放送大学ホームページでも受け付けしています。
uhttp://www.ouj.ac.jp
問生涯学習課生涯学習課担当
　放送大学長野学習センター（40266・58・2332　60266・57・1135）

修

研
・
金

賃最
低
賃
金
の
確
認
を

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業　

サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事
者
研
修

問
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

71
・
２
４
７
２ 

71
・
２
５
０
３
）

信
州
ま
つ
も
と
空
港　

Ｆ
Ｄ
Ａ

「
バ
ー
ス
デ
ー
割
」

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

若
手
社
員
向
け
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
の
参
加
者
募
集

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

問
若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー

（

27
・
５
０
１
０
㈹ 

29
・
２
６
０
８
）

用

利

港

空

消費者情報　「お試し」の
つもりが定期購入に！

「お試しサンプル」、「送料のみ」
だと思って申し込んだのに、定期購
入になっていたという相談が増えて
います。
●事例
▷サプリメントをお試し価格として

購入。解約を申し出たが、定期購
入だと拒否された。

▷通信販売で健康食品をお試し価格
で注文。一度きりと思ったが 2 回
目が届き、解約したいが電話がつ
ながらない。

●問題点と注意点
▷定期購入や解約できない旨の表示

が分かりにくい。
▷解約を申し出たところ、通常価格

を請求される。
▷解約の申し出が困難。
●対処法
▷注文する際、定期購入になってい

ないか、返品規定など契約内容を
確認しましょう。

▷通信販売は「クーリング・オフ」
の対象外です。商品を注文する前
に、「解約が可能か」、「解約の申
し出先や方法」も確認しましょう。

※トラブルになった場合は、市消費
生活センターへ相談を。

問地域づくり課市民相談室
　（471・2496　672・3176）

市消費生活センター
（471・2100）
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平
成
29
年
１
月
１
日

現
在
、
安
曇
野
市
に

住
ん
で
い
ま
し
た
か
？

安
曇
野
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
住
ん

で
い
た
市
町
村
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

収
入
な
し

主
に
年
金
収
入

主
に
給
与
収
入

農
業
、営
業
、不
動
産
、

雑
・
一
時
所
得
な
ど
が

あ
る
。

非課税収入のみ
（遺族年金、障害年金、失業給付金など）

・別居家族の税法上の扶養になっている。
・税法上の扶養になっていない。

・年金収入金額が 400 万円以下で、他の所
得が 20 万円以下である。

・年金収入が 400 万円を超える。
・年金収入以外の所得が 20 万円を超える。

・年金収入のみで、148 万円（65 歳未満は
98 万円）を超える。

・年金収入のみで、148 万円（65 歳未満は
98 万円）以下である。

・次の 2 つの合計額が 20 万円以下である。
①年末調整をしていない給与の収入額。
②給与所得以外の所得金額。
・１カ所からの給与収入のみで、年末調整時

の内容に変更がない。
・給与収入のみで 93 万円以下である。

・所得金額より控除額が多い。

・所得金額より控除額が少ない。

・年末調整の内容に変更がある。
・年末調整をしていない。
・給与収入が 2,000 万円を超える。
・次の 2 つの合計額が 20 万円を超える。　
①年末調整をしていない給与の収入額。
②給与所得以外の所得金額。

・同居家族の税法上の扶養になっている

はい

いいえ

②へ

④へ

③へ

②へ

②へ

①へ

③へ

②へ

①へ

②へ

③へ

⑤へ

申告区分

①
市県民税の申告・
確定申告の必要は
ありません。

②

市県民税の申告を
する必要がありま
す（確定申告をす
る必要はありませ
ん）。

③
所得税の確定申告
をする必要があり
ます。

④

国民年金保険料の
申請免除などを受
ける場合や、所得
証明書が必要な場
合は市県民税の申
告が必要です。

⑤

④に加え、国民健
康保険および後期
高齢者医療保険の
加入者は、保険税

（料）の軽減判定
や高額医療費の払
い戻しを正しく受
けるために、市県
民税の申告が必要
です。

※この表は、簡易に判断する例です。
不明な点はお問い合わせください。

※ 65 歳未満の人とは、昭和 27 年１
月２日以降に生まれた人です。●注意事項（申告時の持ち物など）

●申告区分チェックシート（申告が必要か確認してみましょう）

対象項目 持ち物・必要書類

申告者全員 申告書、印鑑、マイナンバーカードな
どの写し、振込先口座の分かるもの

該
当
す
る
人
の
み

給与・年金所得者 源泉徴収票（コピー不可）
事業（農業、営業、不
動産）所得者 収支内訳書（記入済みのもの）

一時所得者・雑所得者 収入および経費が分かる書類
社会保険料控除 国民年金保険料控除証明書など

医療費控除 医療費の明細書・領収書（コピー
不可）、おむつ使用証明書

生命保険料控除
支払保険料の証明書地震保険料控除

（旧長期損害含む）

障害者控除 身体障害者手帳・療育手帳、障害
者控除対象者認定書など

住宅借入金等特別控除 住宅借入金等特別控除額の計算明
細書、年末残高等証明書

寄附金控除
寄附金の領収書など（ふるさと納
税ワンストップ特例制度を申請し
た人も必要）

①持ち物、必要書類は、コピーではなく原本を持参く
ださい。障害者控除を受ける人は、必ず各種手帳か
証明書を持参の上、提出の際に提示してください。

②事前に書類を作成して、持参ください。医療費控除：
「医療費の明細書」事業所得（農業、営業、不動産
など）：「収支内訳書」

③申告書など用紙の入手先・提出先
用紙は税務課・各支所地域課窓口に備え付けてあり
ます。また、作成した申告書は、申告会場、各支所
地域課、税務課窓口（１階�番窓口前）に設置した
投函箱（オレンジ色の箱）に入れて提出できます。

④次の場合は、松本税務署（432・2790）へご相談く
ださい。
○青色申告○投資関連所得○住宅借入金等特別控除
の初年度○損失申告○株式や土地の譲渡所得○山林
所得・退職所得○損益通算

判定結果
税 の 申 告 税の申告は３月 15 日（水）まで

税の申告期間が始まります！
平成 28 年中の所得などにかかわる市県民税・所得税の申告相談会を行います。例年、相談

会場は大変混雑するため申告に必要な書類を事前に確認し、早めの準備をお願いします。
問税務課市民税担当（471・3111　672・2065）

●市県民税申告相談の日程・会場
《受付時間》【午前の部】午前８時 30 分～ 11 時（開場午前８時 15 分）【午後の部】午後１時～４時

　会場　
　日程

市役所本庁舎
１階�番窓口

穂高支所別館
2階大会議室

三郷支所
2階講義室

堀金支所
3階会議室1

明科支所
2階会議室2 日程

申
告
期
間
前
相
談
会

２
月

1日（水）

開催日

1日（水）
2日（木） 2日（木）
3日（金） 3日（金）
6日（月）

開催日

6日（月）
7日（火）

開催日

7日（火）
8日（水） 8日（水）
9日（木） 9日（木）

10日（金） 10日（金）
13日（月） 13日（月）
14日（火） 14日（火）
15日（水） 15日（水）

申
告
相
談
会

16日（木）

開催日 開催日

16日（木）
17日（金） 17日（金）
20日（月） 20日（月）
21日（火） 21日（火）
22日（水） 22日（水）
23日（木） 23日（木）
24日（金） 24日（金）
26日（日）＜休日相談会＞ 26日（日）
27日（月）

開催日 開催日

27日（月）
28日（火） 28日（火）

３
月

1日（水）
～15日（水）

1日（水）
～15日（水）

●マイナンバー（個人番号）の取り扱い　

●公的年金を受給している場合の申告について

平成 28 年分以降の市県民税申告書、確定申告書の提出の際にはマイナンバー（個人番号）の記載と
ともに、本人確認書類の写しが必要となります。次の書類を必ずコピーしてご持参ください。
▷マイナンバーカード（両面）
もしくは、
▷マイナンバー通知カードと身元確認書類（運転免許証、健康保険の被保険者証など）
ただし、控除対象配偶者と扶養親族の本人確認書類のコピーは不要です。

所得税の確定申告が不要の場合（公的年金等の収入が 400 万円以下で、それ以外の所得金額が 20 万
円以下）でも次の場合は市県民税または所得税の申告が必要になります。

▷公的年金等の収入以外の収入がある場合（少額であっても市県民税の申告が必要です）
▷公的年金等の源泉徴収票に記載されている事項の変更（扶養・障害の追加など）がある場合
▷生命保険料や医療費控除などの各種控除を追加する場合

スタート

が
申告相談開催日になります

①いずれの会場でも申告相談ができます。ただし、
上記会場以外は申告相談を行いません。
②平日の都合が悪い場合は、休日相談会をご利用
ください。
③昨年と会場が変更となっているため、ご注意く
ださい。
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場穂高会館　児童室
対市内在住・勤務する人
講丸山富子さん
費 1,000 円（受講料、材料費含む）
定各回 15 人（先着順）
申 1 月 16 日（月）から 20 日（金）

の間に電話で申し込みください。
申込みの際には、希望の参加日
をお知らせください。（受付時間
は午前９時～午後５時）

穂高地域青少年育成連絡協議会
主催映画会

「見えないから見えたもの」
全盲のハンディという逆境に負

けず、強く生きてきた竹内昌彦さ
んの半生を描いた、愛といのちの
物語です。
日１月 20 日（金）午後７時～８時

45 分
場穂高公民館　第２会議室
費無料
定 80 人（先着順）
申不要
問穂高公民館内事務局

（482・5970）

少しレベルアップした Word の
使い方をマスターしたい人向けに、
写真を取り入れた簡易チラシを作
ります。
日２ 月 14 日（ 火 ）･15 日（ 水 ）

･16 日（木）･17 日（金）
各回午後１時 30 分～３時 30 分

場三郷公民館　会議室 101
対 ウ ィ ン ド ウ ズ Vista 以 降、

Word2007 以降の入ったパソコン

山岳雑誌の編集者として、会社
勤めの傍らさまざまな国を訪れて
きた神長さんが、特に心惹かれた
という国々の風景を紹介します。
日１月17 日（火）～４月 23 日（日）

午前９時～午後５時
※休館日は月曜日（祝日の場合は開

館）、祝日の翌日
場田淵行男記念館　地階展示室
費高校生以上 300 円、市内在住の

70 才以上の人は無料
神長幹雄ギャラリートーク

これまで訪れたさまざまな国や
山、そして田淵行男との関わりを
お話しいただきます。
日１月 28 日（土）午後２時～３時
（予定）
場田淵行男記念館地階展示室
定 40 人
申不要（要入館料）

　平成 29 年度に当館１階企画展
示室で、各種展示等を行いたい人、
団体を募集します。
申１月 31 日（火）までに企画展申

込書を記念館へお持ちいただく
か、郵送またはファクスにて提
出してください。申込書は当館
の受付カウンターに備え置きま
す。

＊締め切り後でも随時申し込みを
受け付けます。

※送付先　〒 399 ‐ 8101
安曇野市三郷明盛 3209
貞享義民記念館

※企画内容、申込数によっては採
用できない場合もあります。

を持参でき、全て出席できる人
講田中さおりさん
費 800 円（４回分）、その他にテ

キスト代 700 円
定 10 人（先着順）
持ノート型パソコン（マウス含

む）、筆記用具
申１月 23 日（月）の午前９時～

午後５時の間に三郷公民館へ電
話で申し込みください。詳しい
日程等は、受講者に後日お知ら
せします。

市内在住の大友博秋さんによる
展示です。風景画、人物画、静物
画など約 40 点を展示します。
日１月18 日（水）～ 29 日（日）
午前９時～午後５時
※初日午後１時から・最終日午後３

時まで
※休館日　１月 23 日（月）
場美術館内　南の蔵　
費無料

明科駅誘致と開設に尽力し、ニ
ジマス養殖の基礎を築いた倉科多
策の紹介と、県水産試験場のニジマ
スと信州サーモンの話を聞きます。
信州サーモンの試食も行います。
日２月９日（木）午前 10 時～午後

０時 15 分
場明科公民館　講堂
対市内在住または勤務する人
講大沢慶哲さん、長野県水産試験

場長　小原昌和さん
費 200 円
定 50 人（先着順）
申１月 23 日（月）から 27 日（金）

の間に明科公民館へ電話で申し
込みください。（受付時間は午前
９時～午後５時）

田淵行男記念館
神
か み な が

長幹
み き お

雄写真展「アジアの小
国とそこに暮らす人々」
問田淵行男記念館
472・9964　688・2010

貞享義民記念館
企画展示室利用団体等募集
問貞享義民記念館
477・7550　677・7551

明科の魅力再発見講座
「倉科多策と信州サーモンの
未来」
問明科公民館内明科地域課地域担当
462・4605　662・5894

穂高公民館の催し
問穂高公民館内穂高地域課地域担当
482・5970　682・3990

Information Box
穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

季節の家庭料理教室
「京のおばんざい料理④」

かつて京都で京料理の店を営ん
でいた講師の高瀬さんから、地元
産の旬の食材を無駄なく使った簡
単でおいしい家庭料理を教えてい
ただきます。
日２月３日（金）午前 10 時～午後

０時 30 分
場穂高会館　調理実習室
内「白菜の重ね蒸し」「ひりょうず」
対市内在住または勤務する人
講高瀬美幸さん
費 700 円（食材費含む）
定 20 人（抽選）
申１月 18 日（水）・19 日（木）に

穂高会館へ電話で申し込みくだ
さい。（受付時間は午前９時～午
後５時）※参加決定者には後日、
通知します。

クラフトバンド手芸講座
クラフトバンドを使って簡単な

小物を作ってみませんか。
日１月 24 日（火）・31 日（火）午

前 10 時～正午　※両日とも内容
は同じです。

三郷公民館　
初心者パソコン講座④

問三郷公民館内三郷地域課地域担当
477・2109　677・6060

記号説明　日日時　場場所　内内容
対対象　講講師　費費用　定定員
持持ち物　申申し込み　問問い合せ

生涯学習・施設
催し・募集

安曇野髙橋節郎記念美術館
共催事業　大友博秋油彩展
問安曇野髙橋節郎記念美術館
481・3030　682・0551

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

市からのお知らせ番組を「あづみ野エフエム　」76.1MHｚで、放送中です。
広報あづみの暮らしのガイド　月曜日～日曜日　朝６：55～　夕方６：55
広報あづみのラジオ版　月曜日～金曜日　昼０：45～　午後２：45 ～

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ
人のための韓国
語・英会話入門講
座

見て、聞いて、話す。自己
紹介・簡単な日常会話を外
国人講師から学びます。

日：2 月 1 日（火）～毎週火曜日
開催予定

　韓国語　午後６時～７時
　英語　午後７時30分～８時30分
場：穂高交流学習センター
　「みらい」

費：5,000 円（全８回）
　※別途教材費　2,000 円
定：各 15 人

申・問：国際文化交流協会
前田さん

（4090・6489・2803）

井上靖の同名小説、平安時代に唐に渡った留学僧
の夢と野心を熊井啓監督が映画化。実物大の遣唐使船
を復元した、スケールの大きな歴史大作を堪能ください。
日２月４日（土）
< 午前の部 > 上映会　開演　午前９時 30 分～
< 午前の部 >講演会・上映会開演　午後１時30分～
※各回とも開場は 30 分前
場「きぼう」多目的ホール
講熊井明子さん　費無料　定各180人（全席指定）
申１月17 日（火）から25 日（水）の間に、各交流学

習施設「みらい」、「きぼう」、「ひまわり」に備え置き
の申込用紙、または、はがき等に郵便番号・住所・名前・
電話番号を記入し、窓口へ持参、あるいは郵送かフ
ァクスで申し込みください。申込書は、市ホームページ
からも入手できます。電話での申し込みはできません。

※送付先　〒 399-8205　安曇野市豊科 5609-3　
豊科交流学習センター上映会・講演会係

※応募多数の場合は抽選。当選者には１月下旬まで
に入場券を送付します。

インディアンに古くから伝わるお守りです。手作りの
ドリームキャッチャーでいい夢をつかみましょう。
日２月 11 日（土）午前 10 時～
場穂高交流学習センター「みらい」グループ研究室
対一般（小学校高学年以上）
講丸山寿子さん（特定非営利活動法人やまぼうし自

然学校）
費 500 円（材料費）
定 15 人（先着順）
申１月20日（金）から中央
　図書館へ電話か窓口で申し込
　みください。（受付時間は午前９時～午後５時）

　年に一度の蔵書点検のため特別整理期間
として次のとおり休館します。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
日１月 30 日（月）～２月６日（月）

熊井明子講演会「天平の甍
いらか

」上映会
問豊科交流学習センター「きぼう」
471・4033　673・1802

堀金図書館　蔵書点検による休館
問堀金図書館
472・3601　672・3602

第６回中央図書館講座
　「手作りドリームキャッチャー」

問中央図書館
484・0111　684・0116

赤いスカーフ

図書館情報
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　安曇野の美しい景観と地域の皆さんの温かい応援で、全国的にも人気の大会となった「信州安曇野ハーフマラソ
ン」。本年 6 月 4 日、第 3 回大会の開催が決定しました。大会コンセプトは「安曇野 FUN　RUN ～人と自然で安曇
野流おもてなし～」。安曇野の魅力を全国に発信するた
め、市民の皆さんのご参加とご協力をお願いします。

大会概要
●日時　6 月 4 日（日）
●スタート・フィニッシュ会場　豊科南部総合公園
●ハーフマラソンの部（21.0975㌔）制限時間 3 時間

午前 9 時スタート
●ファミリーランの部（2㌔）制限時間 20 分

午前 9 時 15 分スタート

ランナー募集
ハーフマラソンの部（一般男子・一般女子）
●参加資格　大会当日18歳以上、制限時間内に完走できる人
●参加料　5,500 円（税込）
●定員　5,000 人（市民枠　500 人）
ファミリーランの部
●参加資格　大会当日18 歳以上の保護者と小学生のペア
※小学生のみ１人まで追加申し込み可能（合計で３人まで）
●参加料　3,000 円（税込）
※追加申込の場合は 4,000 円（税込）
●定員　300 組 600 人
※先着順。定員に達し次第締め切りとなります。

第２回信州安曇野ハーフマラソン

●申し込み　１月 14 日（土）～ 3 月 17 日（金）に次の方法で申し込みください。
　①ランネット（インターネット）uhttp://runnet.jp/
　②郵便振替用紙（募集要項に添付）最寄りのゆうちょ銀行または、郵便局窓口で申し込みください。
　　募集要項は観光交流促進課（3 階1番窓口）および各支所地域課で入手できます。
●問い合わせ　信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局（市役所観光交流促進課内）
472・2239　672・1340

※大会の詳細は、大会公式ホームページを確認ください。uhttp://azumino-marathon.com/

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

６月４日（日）午前９時～
第３回信州安曇野ハーフマラソン開催決定

安曇野ＦＵＮ ＲＵＮ ～人と自然で安曇野流おもてなし～

●コースマップ


